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第 4 章では，セラミック BeO として Thermalox 995 を選び，その放射線感度を高めるため Li 添
加を行う新しい方法を見出している。そして，セラミック BeO素子の TSEE 特性について調べた結果，
照射線量とエキソ電子線量計としての最小検出限界が約 10μR であることを見出している口
第 5 章では， LiF および CaF2 の結晶試料の結晶軸と TSEE 特性との関係，および放射線を照射し
ない場合の TSEE ( non -pre -excited TS EE ) と TSEEの防止法について述べ，また結晶のへき
開面の吸着状態とTSEEとの関係について考察している。
第 6章では， LiF, CaF2 蒸着膜について，最初の加熱時にnon-pre-excited TSEE および TL (熱発光)
が発生することを見出している。そして，顕微鏡で観察した膜面状態の変化と TSEE との関係を明ら
かにし，蒸着膜の熱的歪が non-pre -excited TS EE 発生の原因であると結論している。













本論文は， B eO , L i F , C aF 2 等を素材とし， 高感度積分型エキソ電子線量計の開発を目的にその基
礎研究を行ったもので，その成果を要約すれば次の通りである。
(1) 低エネルギーエキソ電子の検出装置として引出し電極を持つ 2π 型ガスフロー検出器を試作し， 400
。C までの良好なプラトー特性を得ている口
(2) エキソ電子線量計としてセラミック BeO を素材とし，これに Li 元素を添加する新しい化学的方法
を見出し，放射線感度の向上とその安定化を確立し，エキソ電子線量計としての最小検出限界が約 10
μR であること，および素子表面の吸収 r 線エネルギーに対するエキソ電子放射の効率が約 4%であ
る乙とを見出している口
(3) LiF および CaF2 結晶のへき開面と結晶軸を異にする面との間にエキソ電子放射強度に相異を見出
すと共に，この相異を吸着層エキソ電子放射モデルによって説明している。
(4) LiF および CaF2 の真空蒸着膜の加熱による結晶化と，その際の一過性のエキソ電子放射との関連
を調べ，その原因が蒸着膜の熱的歪i乙起因することを見出している。
(5) B eO: Li セラミック素子を用いて， Rn 娘核種からの α線による TSEE の測定を行い， 本素子が
環境 α線の計測に供せられること，および KeV 程度の低エネルギ一戸線の測定が可能であることを述
べている。
以上のように本論文は，エキソ電子線量計の基礎研究を通じて実用化のための種々のパラメータを明
確にし，エキソ電子線量計の実用化iζ新しい多くの知見を提供しており放射線工学に寄与すると乙ろが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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